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今、何故、⽣生物模倣（バイオミメティクス）なのか

　生物細胞のサイズは約10	  ミクロンで、その表面や内部には、ナノからマイクロにわたる階層的な「サブ
セルラー・サイズ構造」があります。電子顕微鏡を駆使した自然史学者・生物学者は、生物の特異な機
能の発現には特徴的な構造が対応することを見出していました。近年、類似のナノ・マイクロ構造を人

工的に再現できるようになったナノ材料・ナノ加工研究者が、生物機能の発現機構の物理化学的解明
と、材料やデバイスへの応用を図り始めているのです。この流れは、自然史学・生物学からの問題提起

をナノテクノロジーによって解決し工学的に応用する点にあり、とりわけ欧米におけるバイオミメティクス
研究中興の背景には、学術の融合を重んじる文化的風土と積極的に異分野連携を誘う科学技術政策
があります。一方、我が国のバイオミメティクス研究は未だに縦割り的で異分野連携が進んだとは言い

難く、欧米のキャッチアップ的な展開に留まった「周回遅れ」的な現状なのです。生物学と材料科学の両
輪で「サブセルラー・サイズ効果」の学理を追求することで「サブセルラー・サイズ構造」がもたらす特異

な機能を解明し応用展開を図ることは「周回遅れ」的な状況から抜け出すために不可欠な戦略です。	

　 今世紀に入り欧米を中心に、｢生物模倣技
術 ｣ が改めて注目され始めています。
1930~1940年代にナイロンや面状ファスナー
が発明されるなか、1950年代後半に生物学
者により｢バイオミメティクス｣の概念が提唱さ

れ、1970	   年代~1980	   年代にかけて第一世
代とも言うべきBiomime4c	   Chemistry	  の勃興
により「分子系バイオミメティクス」が体系化

されました。また、ロボティクスやセンサーの
分野では比較的早くから「機械系バイオミメ

ティクス」が注目されていました。そして、ここ
十数年のナノテクノロジーの進展と相俟って、
「材料系バイオミメティクス」とも言うべき新し

い研究の潮流が展開されはじめたのです。	  
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⽣生物模倣（バイオミメティクス）から「⽣生物規範⼯工学」へ
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B01-‐1	   生物規範界面デザイン：生物と材料の界面の「動き」（接着、滑り）に及ぼす「サブセルラー・サイズ効果」を規範とした防汚・抵抗・物質生産の制御技
術を開発する。	

B01-‐2	   生物規範機能構造・形成プロセス：細胞分泌物による「サブセルラー・サイズ構造」の形態形成過程と多様な機能（撥水、光学）を明らかにし、自己組
織化などによる製造プロセスを開発する。	

B01-‐3	   生物規範階層ダイナミクス：「サブセルラー・サイズ構造」が有する階層性と動的な特性を規範として、可逆的接合技術、防汚／防錆材料、円偏光反
射材料などを開発する。	
B01-‐4	   生物規範環境応答・制御システム：植物の防御、昆虫の情報伝達、環境適応等における「制御」系の「サブセルラー・サイズ効果」を解明し、汎用元素
を使った高感度センサー、低環境負荷型植物保護法、省エネルギー型長期保存法などを実現する。	
B01-‐5	   生物規範メカニクス・システム：メカニクスとフルイディクスの観点から、「サブセルラー・サイズ構造」が生み出す「動き」の解明を細胞レベルから器官
（昆虫の翅）にいたる階層において明らかにする。	
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文部科学省科学研究費新学術領域「生物多様性を規範とする革新的材料技術」（略称「生物規範工学」）が

スタートいたしました。本領域は、自然史学、生物学、農学、材料科学、機械工学、環境科学などの学際連

携により、環境政策・包括的技術ガバナンスの観点から「生物多様性」に学び「人間の叡智」を組み合わせ

た学術体系を創出いたします。生物多様性と生物プロセスに学ぶ材料・デバイスの設計・製造を通して、技

術革新と新産業育成のプラットフォームとなる「バイオミメティクス・データベース」を構築するとともに、

生物学と工学に通じた人材を育成することを目的としています。さらに、大学、博物館、研究機関、企業、

科学技術政策など様々な立場からの問題提起と意見交換を行うプラットフォームとして、バイオミメティ

クスの国際標準化に対応するとともに、研究会、国際シンポジウム等を開催し、博物館などを

利用したリカレントなどを通じて、産業界と大学・研究所、生物と工学の融合と連携を図

ります。新学術領域「生物規範工学」の発足を記念して、国立科学博物館との共催の

もと、下記の要領にて公開講演会および公開ワークショップを開催いたします。

文部科学省科学研究費新学術領域「生物規範工学」発足記念

公開講演会 および 公開ワークショップ
「生物規範工学：自己組織化とソフト界面と生物多様性」

●日時：平成２４年１０月２日（火）　 
●会場：国立科学博物館　日本館　講堂（上野） 
●定員：公開講演会　150 名

○公開講演会：11時 20 分～ 12 時 50 分
　共催：国立科学博物館　協賛：積水インテグレーテッドリサーチ

11：20～11：25
11：25～12：05
12：05～12：30
12：30～12：55

＜プログラム＞

開会の挨拶
基 調 講 演
依 頼 講 演
依 頼 講 演

○公開ワークショップ：14時～ 17 時
　「生物規範工学：自己組織化とソフト界面と生物多様性」 

13：50～13：55
13：55～14：05
14：05～14：20
14：20～14：35
14：35～14：50
14：50～15：05
15：05～15：20
15：20～15：35
15：35～15：50
15：50～16：00
16：00～16：20
16：20～16：40
16：40～17：00

文部科学省学術調査官　澁谷忠弘先生　ご挨拶
文部科学省科学研究費新学術領域「生物規範工学」の概要と公募情報の紹介　東北大学　下村 政嗣 領域代表
A0-1 班
B01-1 班
B01-2 班
B01-3 班
B01-4 班
B01-5 班
C0 -1 班
休 憩
依頼講演
依頼講演
依頼講演

「バイオミメティクス・データベースの構築： 発想支援型画像検索システム」　北海道大学　長谷山 美紀 先生
「微細界面構造とウェットトライボロジー」東北大学　平井 悠司 先生
「いい加減かつ巧妙：生物に学ぶ光技術」大阪大学　吉岡 伸也 先生
「汎用元素による環境に優しいはつ油処理」産業技術総合研究所　穂積 篤 先生
「バイオミメティクスと植物保護」京都大学　森 直樹 先生
「細胞操作材料のメカノバイオミメティックス」九州大学　木戸秋 悟 先生
「バイオミメティクスの社会インプリケーション」産業技術総合研究所　阿多 誠文 先生

「生物模倣とソフト界面」　理化学研究所　前田 瑞夫 先生
「ナノボットを作ろう」　産業技術総合研究所　山口 智彦 先生
「ライフサイエンス分野のデータベース統合を目指して：
バイオサイエンスデータベースセンターの紹介」科学技術振興機構　白木澤 佳子 先生

＜プログラム＞

国立科学博物館　近藤 信司館長
「生物に学ぶサスティナブルデザイン」 ユニバーサルデザイン総合研究所　赤池 学先生
「自然に学ぶソフトインターフェースの材料設計」　九州大学　高原 淳先生
「虫が手をする足をする：虫から学ぶ接着・非着のナノテクノロジー」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　物材機構　細田 奈麻絵先生
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公開講演会	  
	  

共催：国立科学博物館　協賛：積水インテグレーテッドリサーチ	  
　	  

	  
11:20～11:25　開会の挨拶　国立科学博物館　館長	  
	  
11:25～12:05　基調講演「生物に学ぶサスティナブルデザイン」 	  	  	  	  	  	  
	  	  	  	  	  ユニバーサルデザイン総合研究所　赤池　学先生	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
12:05～12:30　依頼講演「自然に学ぶソフトインターフェースの材料
設計」　	  
	  	  	  	  	  	  	  九州大学　高原　淳先生	  
	  
	  
	  
	  
	  
12:30～12:55　依頼講演「虫が手をする足をする：虫から学ぶ接
着・非着のナノテクノロジー」　	  
	  	  	  	  	  	  	  	  物材機構　細田　奈麻絵先生	
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公開ワークショップ	  
「生物規範工学：自己組織化とソフト界面と生物多様性」	  

	
13:50～13:55　文部科学省学術調査官　澁谷忠弘先生　ご挨拶	  

	  
13:55～14:05　領域代表　文部科学省科学研究費新学術領域「生物規範工学」の概

要と公募情報の紹介	  
	  

14:05～14:20　A0-‐1班「バイオミメティクス・データベースの構築： 発想支援型画像検
索システム」　	  

	  北海道大学　長谷山　美紀先生	  
	  

14:20～14:35　B01-‐1班「微細界面構造とウェットトライボロジー」	  
	  東北大学　平井悠司先生	  
	  

14:35～14:50　B01-‐2班「いい加減かつ巧妙：生物に学ぶ光技術」	  
	  大阪大学　吉岡　伸也先生	  
	  

14:50～15:05　B01-‐3班「汎用元素による環境に優しいはつ油処理」	  
	  産業技術総合研究所　穂積　篤先生	  
	  

15:05～15:20　B01-‐4班「バイオミメティクスと植物保護」	  
	  京都大学　森　直樹先生	  
	  

15:20～15:35　B01-‐5班「細胞操作材料のメカノバイオミメティックス」	  
	  九州大学　木戸秋　悟先生	  
	  

15:35～15:50　C01班「バイオミメティクスの社会インプリケーション」	  
	  産業技術総合研究所　阿多　誠文先生	  
	  

15:50～16:00　休憩	
16:00～16:20　依頼講演「生物模倣とソフト界面」　	  

理化学研究所　前田　瑞夫先生	  
	  

16:20～16:40　依頼講演「ナノボットを作ろう」　	  
産業技術総合研究所　山口　智彦先生	  
	  

16:40～17:00　依頼講演「ライフサイエンス分野のデータベース統合を目指して：バイ
オサイエンスデータベースセンターの紹介」	  

科学技術振興機構 白木澤　佳子先生	
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産業技術総合研究所ナノシステム研究部⾨門：ナノテク戦略室
PEN News Letter ISSN 2185-3231
と連携し、年３回の発⾏行行を予定
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次世代バイオミメティクス研究の最前線
―⽣生物多様性に学ぶー 

下村 政嗣 (監修), バイオミメティクス研究会 (編集)

多くの班員が執筆 
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バイオミメティクスの国際標準化
Biomimetics TC 266 　国内審議団体
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2012年度⽇日本昆⾍虫学会⼤大会公開シンポジウム 
⽇日時：2012年9⽉月17⽇日（⽉月） 　9:00-12:00 
シンポジウムテーマ：「ネオバイオミメティクス：昆⾍虫学と⼯工学の協調」 
会場：⽟玉川⼤大学８号館（東京都町⽥田市⽟玉川学園6-1-1）Ｂ会場（421番教室） 
企画者：野村周平＜nomura@kahaku.go.jp＞ 

司会進⾏行行：藤崎憲治（岡⼭山県⾚赤磐市）趣旨説明（15分）
 
基調講演：
野村周平（国⽴立立科学博物館）「バイオミメティクス・データベース構築の 試みとその意
義」（30分） 

招待講演： 
齋藤彰（⼤大阪⼤大学）「モルフォ蝶のミステリーから始まる新たな発⾊色材料」（30分） 
⿂魚津吉弘（三菱レイヨン）「蛾の眼を模倣したスーパー反射防⽌止フィルム」（30分） 
⾼高梨琢磨（森林総研）・⼩小島渉（東京⼤大学）「甲⾍虫類の振動情報の機能と害⾍虫防除へ の応
⽤用」（30分） 

総合討論（11:15-12:00） 
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「⽣生物規範⼯工学」領域事務局

北海道⼤大学電⼦子科学研究所 　⽣生体分⼦子デバイス研究分野 　研究室内
〒001-0021 　札幌市北区北２１条⻄西１０丁⽬目
電話 　011-706-9360 　 　FAX 　011-706-9361
E-mail 　office@poly.es.hokudai.ac.jp
URL 　 http://biomimetics.es.hokudai.ac.jp/index.html
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文部科学省科学研究費新学術領域「生物多様性を規範とする革新的材料技術」（略称「生物規範工学」）が

スタートいたしました。本領域は、自然史学、生物学、農学、材料科学、機械工学、環境科学などの学際連

携により、環境政策・包括的技術ガバナンスの観点から「生物多様性」に学び「人間の叡智」を組み合わせ

た学術体系を創出いたします。生物多様性と生物プロセスに学ぶ材料・デバイスの設計・製造を通して、技

術革新と新産業育成のプラットフォームとなる「バイオミメティクス・データベース」を構築するとともに、

生物学と工学に通じた人材を育成することを目的としています。さらに、大学、博物館、研究機関、企業、

科学技術政策など様々な立場からの問題提起と意見交換を行うプラットフォームとして、バイオミメティ

クスの国際標準化に対応するとともに、研究会、国際シンポジウム等を開催し、博物館などを

利用したリカレントなどを通じて、産業界と大学・研究所、生物と工学の融合と連携を図

ります。新学術領域「生物規範工学」の発足を記念して、国立科学博物館との共催の

もと、下記の要領にて公開講演会および公開ワークショップを開催いたします。

文部科学省科学研究費新学術領域「生物規範工学」発足記念

公開講演会 および 公開ワークショップ
「生物規範工学：自己組織化とソフト界面と生物多様性」

●日時：平成２４年１０月２日（火）　 
●会場：国立科学博物館　日本館　講堂（上野） 
●定員：公開講演会　150 名

○公開講演会：11時 20 分～ 12 時 50 分
　共催：国立科学博物館　協賛：積水インテグレーテッドリサーチ

11：20～11：25
11：25～12：05
12：05～12：30
12：30～12：55

＜プログラム＞

開会の挨拶
基 調 講 演
依 頼 講 演
依 頼 講 演

○公開ワークショップ：14時～ 17 時
　「生物規範工学：自己組織化とソフト界面と生物多様性」 

13：50～13：55
13：55～14：05
14：05～14：20
14：20～14：35
14：35～14：50
14：50～15：05
15：05～15：20
15：20～15：35
15：35～15：50
15：50～16：00
16：00～16：20
16：20～16：40
16：40～17：00

文部科学省学術調査官　澁谷忠弘先生　ご挨拶
文部科学省科学研究費新学術領域「生物規範工学」の概要と公募情報の紹介　東北大学　下村 政嗣 領域代表
A0-1 班
B01-1 班
B01-2 班
B01-3 班
B01-4 班
B01-5 班
C0 -1 班
休 憩
依頼講演
依頼講演
依頼講演

「バイオミメティクス・データベースの構築： 発想支援型画像検索システム」　北海道大学　長谷山 美紀 先生
「微細界面構造とウェットトライボロジー」東北大学　平井 悠司 先生
「いい加減かつ巧妙：生物に学ぶ光技術」大阪大学　吉岡 伸也 先生
「汎用元素による環境に優しいはつ油処理」産業技術総合研究所　穂積 篤 先生
「バイオミメティクスと植物保護」京都大学　森 直樹 先生
「細胞操作材料のメカノバイオミメティックス」九州大学　木戸秋 悟 先生
「バイオミメティクスの社会インプリケーション」産業技術総合研究所　阿多 誠文 先生

「生物模倣とソフト界面」　理化学研究所　前田 瑞夫 先生
「ナノボットを作ろう」　産業技術総合研究所　山口 智彦 先生
「ライフサイエンス分野のデータベース統合を目指して：
バイオサイエンスデータベースセンターの紹介」科学技術振興機構　白木澤 佳子 先生

＜プログラム＞

国立科学博物館　近藤 信司館長
「生物に学ぶサスティナブルデザイン」 ユニバーサルデザイン総合研究所　赤池 学先生
「自然に学ぶソフトインターフェースの材料設計」　九州大学　高原 淳先生
「虫が手をする足をする：虫から学ぶ接着・非着のナノテクノロジー」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　物材機構　細田 奈麻絵先生


